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 わが国では 1998年に自殺者が 3万人を越え、それ以降は 14年間にわたって 3万人を上回って
いた。それがここにきて、ようやく 15 年ぶりに 3 万人を下回った。内閣府と警察庁が 2013 年 2
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期 間： 平成 25年 10月 19日(土)11:00～17:00 
 平成 25年 10月 20日(土)11:00～16:00 















表 1 回答者の内訳 
  年代 
性別 
10 20 30 40 50～ 合計 
男性 11  41 12 13 11 88 









表 2 「世代」と「若者の死亡原因 1 位は何か？」のクロス集計 
  若者の死亡      
原因 
世 代 




  23 64 0 1 1 89 
25.9% 71.9% ― 1.1% 1.1% 100.0% 
年長者 
29 44 0 1 1 75 
38.7% 58.7% ― 1.3% 1.3% 100.0% 
合 計 
52 108 0 2 2 164 
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表 3 「世代」と「若者の自殺原因は何か？」のクロス集計 

























9  48 16 10 69 42 3 7 4 12 220 
4.1% 21.8% 7.3% 4.5% 31.4% 19.1% 1.4% 3.2% 1.8% 5.5% 100.0% 
年長者 
11 36 12 10 51 31 4 8 2 11 176 
6.3% 20.5% 6.8% 5.7% 29.0% 17.6% 2.3% 4.5% 1.1% 6.3% 100.0% 
合 計 
20 84 28 20 120 73 7 15 6 23 396 
5.0% 21.2% 7.1% 5.1% 30.3% 18.4% 1.8% 3.8% 1.5% 5.8% 100.0% 
 ３）③「若者に自殺防止を訴えるためには、どのような方法が効果的だと思いますか？(2つま
で)」の質問では、総回答数は 272であった。その内、「相談窓口の周知」と答えた人が 73名(26.8%)








































その他 合 計 
若 者 
  33 10 22 33 18 28 3 147 
22.4% 6.8% 15.0% 22.4% 12.2% 19.0% 2.0% 100.0% 
年長者 
28 6 23 40 6 18 4 125 
22.4% 4.8% 18.4% 32.0% 4.8% 14.4% 3.2% 100.0% 
合 計 
61 16 45 73 24 46 7 272 
22.4% 6.0% 16.5% 26.8% 8.8% 16.9% 2.6% 100.0% 
 


















その他 合 計 
若 者 
 4 12 70 27 10 6 2 131 
3.1% 9.2% 53.4% 20.6% 7.6% 4.6% 1.5% 100.0% 
年長者 
2 5 63 11 10 12 4 107 
1.9% 4.7% 58.9% 10.3% 9.3% 11.2% 3.7% 100.0% 
合 計 
6 17 133 38 20 18 6 238 
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が占める割合が高く若者からの受信件数は少ないのが現状である。例えば、「神戸いのちの電話」






 表 6 「性別」と「相談できる機関・団体を知っているか」のクロス集計 
   相談機関・団体 
性 別 
知っている 知らない 無回答  合 計 
男 性 
13 69 6 88 
14.8% 78.4% 6.8% 100.0% 
女 性 
26 49 1 76 
34.2% 64.5% 1.3% 100.0% 
合 計 
39 118 7 164 

















































め」はあまり結びつかないと思われるが、3 位が 3 ポイント未満の差で「友人関係」となってい
ることから、今日の若者が同世代間の日常的なコミュニケーションにおいて困難を抱えているこ
とが推測される。ちなみに、筆者が担当する心理学系の授業においても同様のアンケートを取っ



























































１）毎日新聞：「年間自殺 3 万人下回る」（2013 年 3 月 30日付朝刊） 
２）内閣府：『平成 25 年版自殺対策白書』（2013）pp.9-11. 
３）兵庫県健康福祉部障害福祉局障害福祉課いのち対策室：『若者の自殺予防支援補助事業募集申込書』（兵庫
県.2013） 
４）朝日新聞：「県、自殺予防策を拡充」（2013 年 5 月 8 日付朝刊・兵庫県欄） 




６）神戸市が 2013年 3 月 1日より開設した、ストレスの自己チェックができるウェブサイト。当てはまる項目を
チェックすれば、近い将来に、精神的な不調をきたす危険度の目安を算出し、その結果に応じてストレスと














12）佐藤純：「筑波大学における自殺予防のための学生支援」,『大学と学生』2010 年 9月号,(2010)pp.47-53. 
